


高分子合成研究部門

やまもと　ひろゆき

山本　浩之
教授

理学博士（1941年3月16日生）

経歴：1968年北海道大学大学院（博士課程満期退学；1969年同左修

　　　了）、1968年信州大学繊維学部助手、1971－1973年米国

　　　カリフォルニア大学博士研究員、1975年信州大学繊維学部助教授、

　　　1996年信州大学繊維学部教授

研究テーマ：ポリアミノ酸・タンパク質の合成、生体関連高分子の高分子化

学、海洋接着タンパク質の化学、光応答性生体関連高分子、接着の界面化学

所属学会：高分子学会、日本化学会、日本接着学会、マリンバイオテクノロ

ジー学会、付着生物学会

主な著作：1’Synthesis　and　adhesive　studies　of　marine　polypeptide「l　J．

Chem．　Soc．　Perkin　Trans．1，613（1987）．

”MariHe　adhesive　proteins　and　some　biotechnological　applications”

Biotechnology　and　Genetic　Engineering　Reviews，　Vo1．13，　M．P．Tombs，

ed．，　Intercept，　Hants，　UK，133（1996）．

”Biodegradation　of　cross－hnked　chitosall　gels　by　a　microorganism”

Macromolecules，30：3936（1997）．

おおかわ　こうさく

大川　浩作

助手

工学修士（1969年10月22日生）

経歴：1994年信州大学大学院（修士課程終了）、1996年東京大学

　　　大学院博士課程中退、信州大学繊維学部助手

研究テーマ：ペプチド・ポリペプチドの高分子合成化学、生体高分子の分離

とその機能、プロテアソーム

所属学会：高分子学会、日本動物学会、発生生物学会、付着生物学会

学会活動：”Synthesis　of　adhesive　protein　from　the　vitellaria　of　the　liver

且uke　Fasciola　hepa　tica”Amino　Acids，5：71（1993）．

“Isolation　of　a　high　molecular　mass　protease　that　contains　tubulins　and

a　proteasome　subunit　from　salmon　sperm”Biomed．　Res．，17：87（1996）．

“Purification　and　characterization　of　26S　proteasome　from　sperm

且agella　of　chum　salmon　and　its　roles　ill　the　regulation　of　sperm

motility”Biorried．　Res．，　in　press．
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高分子物性研究部門

はちもりあきら

八森　章
教授

理学博士（1943年7月25日生）
経歴：1969年東京工業大学大学院（修士課程修了）、1972年東京，

　　　工業大学大学院（博士課程修了）、1972年青山学院大学理工学

　　　部実験講師、1979年青山学院大学助教授、1980年信州大学
　　　繊維学部助教授、1989年信州大学繊維学部教授、

　　　1984米国カリフォルニア大学博士研究員

研究テーマ：高熱性細菌酵素の熱安定性機構の研究

所属学会：日本生化学会、高分子学会、繊維学会

学会活動：”Cloning　and　Expression　of　the　lnorganic

1983一

Pyrophosdphatase　from　Thermoph且ic　Bacteriu皿PS－3・・Biochenz．　Mol．

Biol．　Int．40，679－688（1996）．

“Pri皿ary　Structure　of七he　lnorganic　Pyrophosphatase　from

Themiophilic　Bacterium　PS－3，，♂肋cん脇．108，572－578（1990）
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内海利男
助教授

医学博士（1953年7月22日生）
経歴：1978年青山学院大学大学院（修士課程修了）、1981年新潟

　　大学大学院博士課程中退、新潟大学医学部助手、1985－198

　　　7年米国カリフォルニア大学博士研究員、1996年信州大学繊維

　　学部助教授

研究テーマ：リボソームとrRNAの機能構造、リボソーム自己抗原の研究

所属学会：日本分子生物学会、日本生化学会、日本リウマチ学会

学会活動：“Binding　of　mammalian　ribosomal　protein　complex　PO－P1－

P2　and　pro七ein　L12　to　the　GTPase－associated　domain　of　28S　ribosomal

RNA　and　effect　on　accessibility　to　an七i－28S　RNA　autoalltibodゾ　」．

Biol．　Chem．272：3302（1997）

“A　functional　site　of　the　GTPase－associated　center　within　28S

ribosomal　RNA　probed　With　an　anti－RNA　autoantibodゾ，　EMBO　J．

13：3389（1994）．
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高分子合成研究部門

概究鋳一マ 当部門開設以来、合成化学および高分子有機化学の手

法により生体関連高分子化合物を研究している。タン
バク質およびそのモデル化合物の化学合成、ポリアミノ酸の合成と構造と物性、

海洋接着タンパク質とそのバイオテクノロジー、光応答性生体関連高分子の合

成とその特性、接着を主とする界面化学、ゲルの化学、付着防御材料の作成、

魚類の精子の運動のメカニズムなどを研究の対象にしている。

☆タンパク質の化学合成

アミノ酸から出発して新規、反応性

ポリアミノ酸の縮重合による高分子

合成に工夫を重ねている。また、液

相法および固相法によりタンパク質

およびそのモデル化合物の化学合成

NH－CO＼　　　　開始剤

nl　　　O　－一→
CH－CO／　　　不活性溶媒

　l
R

　NCA

H（NHCHCO　　l　　R）？H

ポリペプチド

の両者を永く研究して来た。当部門の骨格をなすテーマである。

☆海洋接着タンパク質とそのバイオテクノロジ＿

最近の主要な研究テーマである。海水系にはイガイ、フジツボ、また、淡水系にはカ

ワヒバリガイなどの大型生物が接着タンパク質を分泌して付着生息している。このコ

ンセンサスー次構造を有する接着タンパク質を化学合成し、水溶性タンパク質の不溶

化機構の解明、生体など水系の接着素材としての開発を目的としている。

　　　　　膿　　　　　　　　　　　　　　「ii・・

　ATa　　しy・　P・。　　Ser　　Ty・　Hyp　　Hyp　　Thr　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dopa　　　　Lys

☆接着に関わる界面化学および付着防御＊オ料の研究

なぜ、タンパク質は水系の界面にお

ける接着、接合、付着に関与してく

るのか？その理由を接着タンパク

質の界面における表面自由エネル

ギーの解析から考察し、化学修飾に

より表面改質した種々の高分子物
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質を作製し、フジツボやイガイ類に対する付着防御材料の素材開発を研究している。

☆バイオヒドロゲル

接着タンパク質の水系での水不溶化のプロ

セス中においてゲルの段階が重要な意義を

有する。タンパク質のみならず多糖を用いて、

ゲルの生成、界面状態、共存する他分子ある

いは固体表面との相互作用、反応、分解につ

いても研究している。また、光照射により作

製した光架橋タンパク質ゲルの特性につい

ても生分解などを含めて研究している。

☆光応答性生体関連高分子材料

ポリペプチド、規則配列タンパク質モデル、

天然タンパク質をアゾ色素、レチナールなど

と共有結合あるいは静電相互作用系を分子

レベルで設計した光応答性生体関連高分子

を合成により作製し、例えば、眼のロドプシ

ンの光応答挙動の基礎研究やライフサイエ

ンスと光の関連について研究している。

高分子カプセル

光架橋高分子ゲル

部門の歩み

の御努力により、1　，050m2の研究室が完成し、

当合成部門の設立に伴い1966年9月北海道大学理学部高分子学科から新進気鋭の早

川忠男助教授が部門担当として着任され、68年8月から96年3月まで教授として機

能性ポリアミノ酸の合成・構造・物性、タンパク質モデルの合成などの多岐にわたる

テーマを工業材料としての利用も視点に入れっっ研究教育の両面から鋭意指導され

た。また、早川教授は当施設物性研究部門増設、並びに機能高分子学科新設に力を尽

くされた。その間教職員として、近藤慶之（現機能高分子学科教授）、山本浩之（現

当部門教授）、故井上克彦（助手）、故村上幸子（教務員）、山浦弘子（旧技官）、

西田綾子（現技官）の諸氏が当合成部門での研究教育活動を支えてきた。95年12月、

コラーゲンの専門家井上先生は惜しまれっつ急逝された。96年10月、大川浩作助手

が東京大学理学系研究科から着任した。大川助手はタンパク質化学の最先端テーマと

して興味を持たれている高分子量多機能プロテアーゼ複合体プロテアソームの高分

子化学に関する研究を行っている。

　研究教育に関して有機化学、タンパク質化学など多くの授業を担当し、1967年以

降、繊維工業化学科の総計37名の卒業研究、修士課程の指導に協力した。機能高分

子学科設立に伴い、1981年以降、協力講座として卒業研究、博士前期・後期課程の総

計76名の研究指導に携わってきた。多数の卒業生、修了生が社会で活躍し、高い評

価を得ている。

高分子工業研究施設は、昭和41年度に地元および業界の賛

同による繊維学部改新期成同盟会の支援と学部関係諸先生

　　　　　　　　　　「高分子合成研究部門」が発足した。
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同分子物性研究部門

簸灘雛一難

の高温で生育する高熱性細菌が産出する耐熱性酵素

命の起源と直結する高分子であるリボソームRNAであり、目下、以下のテーマに取
り組んでいる。

　本研究部門では、生体内の機能性高分子であるタンパク質およ

びRNAの機能構造の解析とその改造に関する研究を、遺伝子工学

と生化学の技法を用いて行っている。主な研究対象は11）65℃

　　　　　　　　　　　　　　；2）生物が普遍的に保有し、生

☆耐熱性酵素の熱安定性機構の解明
と利用一一一高熱性細菌PS－3からのピロ

リン酸分解酵素（PPase）の熱安定性に関

わる構造エレメントを組み換え遺伝子を

用いた部位特異的なアミノ酸置換により
解析している。現在までに図1に示すよう

な部位のアミノ酸が酵素集合構造形成と
熱安定性に関わる可能性が示されている。

また、他の酵素、メチオニンアミノペプチ

ダーゼに関する研究も開始している。耐熱

性に関わる構造エレメントを常温菌酵に
組み込み、他の酵素への耐熱性の導入およ

びその工業レベルへの応用に関する問題
にも取り組んでいる。

☆リボソームRNAの機能ドメイン
の解析一一一リボソームRNA（rRNA）はタ

ンパク質合成過程で中心的な役割をはた
す機能性高分子である。その二次構造はヒ

トからバクテリアにいたる広い生物種で

良く保存されており（図2A）、様々な働

きが証明されている。各種機能ドメインの

うち特に、G丁P水解反応に関わる二つの部

位、”GTPaseドメイン”と”毒素ドメイン”、

に注目し、両ドメインの高次構造、リボソ

ームタンパク質との相互作用、および機能

構造構築機構を解析している。これまでの

研究で図2Bのようなリボソームタンパク
質との結合が証明され、離れた二つのドメ

インがリボソーム粒子中では隣接し協調

して働くという高度な機能を持つことが

示されつつある。この他、組み換え遺伝子

を用いた塩基置換により高い活性を保持
するrRNAドメインの改造も計画している。

Asp鷲4

図1，高熱性細菌PPaseの高次構造と

　　　アミノ酸変異導入

18

25

32

B鮎轡～

　　　　職

ンイメド素毒

轟聖

ン塀酪隔酊

図2，リボソームR］NAの機能ドメイン
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★蚕絹糸線リボソームの性質一一蚕絹糸線は高いタンパク質合成能を保持する

器官として知られている。我々は、絹糸線の高い活性にリボソーム構造が関わると考

え、その構造因子の解析を進めている。得られた情報は、効率的な無細胞タンパク質

合成系の作製に利用される。

灘懸鑛　本研究部門は昭和49年

　　　　　　　　8月、故呉祐吉教授と北條
含予正元信州大学学長のご尽力により、高分子工

業研究施設の二つめの部門（定数二名）として

創設が認められた。高分子工業研究施設は学生

の所属しない施設であるため、この部門増設は

なかなかの難産であったと伺っている。本研究

部門の運営は共通講座生物・化学講座から転出

された飯塚英策教授と高分子合成部門から転出

された近藤慶之助教授によってスタートした。

当初は物理学、機器分析等の授業を分担し、繊

維工業化学科の卒業実験生を毎年受け入れてい

た。研究テーマは、高分子液晶の工業的利用を

目的とした構造と物性（飯塚）、生体高分子と

しての絹タンパク質の構造物性（飯塚）、合成

ポリペプチドの物性（近藤）等に関するもので、

ユニークな発想で研究を展開させてこられた。

高分子物性研究部門初代教授の

飯塚英策先生

　昭和51年、繊維学部に機能高分子学科が新たに設立し、本研究部門の歩みにも
様々な影響を受けることになった。昭和53年に近藤先生はこの新設学科に転出され

た。そして昭和55年に、その後任として、八森が青山学院大学から赴任し、酵素の

工業的利用のための改変を目的とした構造と機能に関する研究をはじめた。その当時

より、機能高分子学科の学生を常田キャンパスに迎えるようになり、高分子物理学、

生物化学の授業を担当するようになった。また、研究室にも同学科からの学生を受け

入れるようになった。昭和56年、大学院修士課程機能高分子学専攻の新設とともに、

本研究部門はその協力講座として、教育面でより深く関わることになった。平成元年、

飯塚教授が機能高分子学科へ移られ、伊藤恵啓助教授を同学科から迎えた。伊藤先生

は光化学の授業を担当し、また、高分子光化学の基礎的・応用的研究を展開した。平

成8年、伊藤先生も機能高分子学科に移ることになり、新たに、新潟大学医学部より

内海利男助教授を迎えた。内海先生はタンパク合成の場であるリボゾームの構造と機

能に関する一連の研究を続けており、これからの更なる発展が期待される。

　以上の本研究部門の歩みのなかでは、様々な国際交流もあった。昭和55年に、絹

モデル構造の研究者フランス生物物理学研究所（CNRS）Spach博士を学術振興会の

援助で招聰したこと、また、昭和53年、ポリペプチドと核酸の構造に造詣の深い、

カリフォルニア州立大学Yang教授の講演会、また昭和57年、化学加工の分野で著
名なケント州立大学（アメリカ）White教授の講演会をそれぞれ千曲会と共催したこ

とは特に印象深い。
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高分子合成研究部門

Copo工ymerization　of　the　Leuchs　anhydrides　of　eighteen　arnino　acids　common　to　protein：Arch．

　　Biochem．　Biopllys．，且8，265－272（1967）T．　Hayakawa，　C．　R．　Winsol　and　S．　W　Fox．

タンパク質の化学：近代工業化学22，天然物工業化学，333－394，朝倉書店（1967）野口順蔵早川忠，男，

　　山本浩之

高分子溶液の機械的変性に関する研究　第13報　ポリ・レチロシン水溶液の機械的変性：高分子化学，

　　26，17・20（1969）近藤慶之，早川忠男，呉　祐吉

高分子溶液の機械的変1生に関する研究第17報　コポリ（L－Glu，　L・Ala）水溶液の機械的変性：高分子化

　　学，2亘，841－845（1969）近藤慶之，早川忠男、呉　祐吉

ポリーDL一アラニンと銅（II）イオンとのキレート生成反応：日本化学会誌9StL，823・826（1969）北条艀

　　正，深津和彦，早川忠男

ポリーL一アラニンと鋼（II）イオンとのキ1／一ト生成反応：日本化学会誌，旦Ω，827・831（1969）北条箭正t

　　深津和彦，早川忠男，近藤慶之

絹の示差熱分析：繊維学会誌g，425－431（1969）石川　博，平林　潔，早川忠男

Studies　on　the　catalytic　actions　of　poly－　ev　－amino　acids　I．　Hydrolysis　of　p－nitrophenyl　acetate　by　an

　　interaction　field　between　hydroxyl　and　carboxyl　groups　of　copoly（L－Tyr，　L－Glu）or　copoly（L－

　　Tyr，　L－Asp）：J．　Biochem．，65，123－132（1969）J．　Noguchi　and　H．　Yamamoto

The　synthesis　of　poly－L－arginine　hydrobromide　and　copolymers　of　L－arginine　and　other　amino

　　acids．　Bull：Chem．　Soc．　Jpn．，42，479－482（1969）T．　Hayakawa，　Y．　Kondo，　H．　Yamamoto　and　Y

　　Murakami
Secondary　structure　of　poly－L－arginine　and　Its　derivatives：BulL　Chem．　Soc．　Jpn．，42，1937－1941

　　（1969）T．Hayakawa，　Y　Kondo　and　H．　Yamamoto

タンパク質模型の合成化学；染色と加工，L3，1・6（1970）早川忠男

高分子溶液の機械的変性に関する研究第19報　ポリ・L一リジン水溶液の機械的変性高分子化学，2ヱ，

　　581－586（1970）近藤慶之

高分子溶液の機械的変性1高分子，エg，876－884（1970）近藤慶之

絹蛋白質の高分子化学的研究　第2報家蚕絹フィブnイン結晶部分模型の合成とその構造：高分子化

　　学，2ヱ，　229－241（1970）早川忠男，近藤慶之，山本静護野口順蔵

Studies　on　the　catalytic　activity　of　poly一α一amino　acids　II．　Hydrolysis　of　p－nitrophenyl　acetate　by　an

　　interaction　between　hydroxyl　and　carboxyl　groups　of　poly（L－TyエーL－Glu），　copoly（L－Tyr，　L－Glu，

　　L－Ala）or　copoly（L－Tyr，レGlu，　L－Pro）：J．　Biochem．，齪，103－111（1970）H．　Yamamoto　and　J．

　　Noguchi

Syntheses　of　poly［γ一（一）－menthyl－L－and　D－Glutamatesl　and　their　secondary　structures：Biopolymers，

　　9，41－52（1970）H．Yamamoto，　Y，　Kondo　and　T．　Hayakawa

Methods　for　producing　octadecatonic　anhydropolymers　of　amino　acids：Peptides：Chemistry　and

　　Biochemistry，　Marcel　Dekker，499－527（1970）S．　W．　Fox，　C．　Wang，　T．　Waehnedt，　T．　Nakashima，

　　CKrampitz，　T．　Hayakawa　and　K．　Harada

高分子溶液の機械的変性に関する研究　第22報　ポリーL一グルタミン酸のずり応力による凝結とコン

　　ポメーションの変化：高分子化学，2β，507－510（1971）近藤慶之，清水和明t早川忠男，呉　祐吉

ポリグリシンと銅（IDイオンとのキレート生成反応：日本化学会誌617－620（1971）河合　恵早川忠

　　男，北条紆正

Syntheses　of　poly［β一（一）－menthyl－D－and　L－aspartates】and　their　secondary　structures：Biopolymers，
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　　1Ω，309－320（1971）H．Yamamoto　and　T．　Hayakawa

Studies　on　the　catalytic　activity　ofpoly一α一amino　acids　IV．　Hydrolyses　of　p－nitrophenyl　acetate　with

　　copoly［L－Ser（or　L－Thr）L－Asp（oエL－Glu）］and　copoly［L－Ser（or　L－Thr）L－Asp（or　L－Glu）L－

　　Ala］：J．　Biochem．，－69，119－126（1971）J．　Noguchi　and　H．　Yamamoto

The　synthesis　of　poly［N一ε一（一）－menthyloxycarbonyl一レlysine］and　its　secondary　structure：Bull．

　　Chem．　Soc．　Jpn．，44，1990－1992（1971）H．　Yamamoto　and　T．　Hayakawa

家蚕絹フィプロイン結晶部分の機械的変性：高分子化学，坦，131・132（1972）近藤慶之，早川忠男山本

　　　　　　　　　　　　　　　　　「1
　　静護

Syntheses　alld　conformational　studies　of　polyacidic　amino　acids　containing　optical　active　side　chains：

　　Molecular　Evolution（D．　L，　Rohfing　and　A．1．　Oparin，　eds．）247－260，　Plenurn　Pub．　Corp．，　New

　　York，（1972）T．　Hayakawa　and　H．　Yamamoto

Syntheses　and　conformational　studies　of　poly一β，　N－alkyl－L－asparagines：Biopolymers，工L，185－196

　　（1972）T．Hayakawa，　H．　Yamamoto　and　N．　Aoto

Synthesis　and　conformational　study　of　poly（N一ε一benzyl－］し一lysine）and　its　benzyloxycarbonyl

　　derivative：Biopolymers，11，1259－1268（1972）H，　Yamamoto　and　T．　Hayakawa

The　stereose正ective　reactivities　of　DL－－amino　acid　N－carboxyanhydride　for（一）－menthol：Bull．　Chem，

　　Soc，　Jpn．，∠匝，3556－3558（1972）T．　Hayakawa，　H．　Yamamoto，　Y　Mulakami，　Y．　Yobiko　and　S．

　　Mitani　　囚

ポリーS一カルボキシメチルーL一システイン水溶液のせん断応力による凝結：高分子化学，3LO，511・513

　　（1g73）近藤i慶之，早川忠男

The　synthesis　of　optically－active　valine　by　the　stereoselective　decarboxylation　of　α一（α一

　　methylbellzylamino）－cr　－isopropylmalonic　acid：Bull．　Chem．　Soc．　Jpn．，46，1886－1887（1973）T．

　　Hayakawa　and　K．　Shimizu

Syntheses　and　conformational　studies　of　poly（Nε一metllyl－L－lysine），　poly（N－　6　－methyl－L－

　　ornithine），　poly（N一δ一ethy1－L－ornithine）and　their　carboberizoxy　derivatives：Biopolymers，「］L3，

　　1093－1107（1974）H。Yamamoto　and　J．　T．　Yang

The　thermal　induced　helix一βtransition　of　poly（N一ε一methyl－L－lysine）and　poly（N一δ一ethyl－L－

　　ornithine）in　aqueous　solution：Biopolymers，超，1109－1116（1974）H．　Yamamoto　and　J．　T．　Yang

Synthesis　and　conformational　study　of　poly（N－　S　－carbobenzoxy，　N－　a　－benzyl　－L－omithine）and

　　poly（N一δ一benzyl一レornithine）：Biopolymers，追，1117－1125（1974）H．　Yamamoto，　T．

　　Hayakawa　and　J．　T．　Yang

ポリ（Ne・p一メチルベンジルーL一リシン），ポリ（Nδ一p一メチルベンジルーL・オルニチン）およびそれ

　　らのベンジルオキシカルボニ・ル誘導体の合成と構造：日本化学会誌1346・1349（1974）早川忠男t

　　近藤慶之，山田具由，中川晴蔵

ポリアミノ酸の構造と機能：ポリアミノ酸13－65，講談社サイエンティフィク（1974），中島章夫，早川忠

　　男，旗野昌弘

Syntheses　of　poly（S－benzyl　D－　andレpenicillamines）and　their　secondary　structures：Polym．　J．，6，

　　515－521（1974）T．Hayakawa，　Y．　Kondo，　H．　Yamamoto　and　T．　Aoe

コポリ（L一リシン，DL・リシン）およびコポリ（L一リシン，L・オルニチン）の水溶液中の二次構造変

　　化：日本化学会誌2162－2165（1974）早川忠男，近藤慶之t轟　千恵子

コポリ　（L一リシン，L一ロイシン）1コポリ（L一リシン，　L一アラニン）およびコポリ（L一リシン，グリシ

　　ン）水溶液中の二次構i造変化：日本化学会誌2166・2169（1974）早川忠男，近藤慶之，轟　千恵子

Syntheses　and　conformational　studies　of　poly（S・aminoalkyl－L－cysteines）and　their
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　　　　benzyloxycarbonyl　derivatives：PoIym．　J．，6，424－430（1974）T。　Hayakawa，　Y。　Kondo　and　Y．

　　　　Murakami　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

Syntheses　and　conformational；　studie5　of　poly（S－aminoalkyl－L－homocysteines）and　their

　　　　benzyloxycarbonyl　derivatives：Polym．　J．，7，538－543（1975）T．　Hayakawa，　Y，　Kondo　and　N．

　　　　Kobayashi

ポリー（S）一ベンジルーD一ペニシラミンの溶液中のコンポメーション変化高分子論文集，鎚2，131・132

　　　　（1975）近藤慶之，早川忠男，

Syntheses　and　conformational　studies　of　poly（S－menthyloxycarbonylmethyl一レand　D－cysteilles）：

　　　　Polymer，1　Z，　1009－1012（1976）T．　Hayakawa，　Y　Kondo　and　M．　Matsuyama

Syntheses　and　conformational　studies　of　poly（γ一N－alkyl－L一α，γ一diaminobutyric　acids）alld　their

　　　　carbobenzoxy．derivatives：Polymer，∬，429－434（1976）H．　Yamamoto，　M．　Miyazaki　and　T．

　　　　Hayakawa　　　　　・

Sense　of　helix　of　poly・－OP’－dicarbobenzoxy－L－DOPA　in　solutio皿：Macromolecules，9，532－534

　　　　（1976）H．Yamamoto　and　T．　Hayakawa

Confo皿ational　study　of　poly（0－carbobenzoxy－L－tyrosine）in　solution：Polymer，1ヱ，1105－1107

　　　　（1976）H．Yamamoto

Synthesis　and　conformational　study　of　poly（O，O’－dicarbobenzoxy－L一β一3，4－dihydroxyphenyl－q－

　　　　alanine）：Biopolymers，」k6，　1593－1607（1977）H．　Yamamoto　and　T．　Hayakawa

Synthesis　and　conformational　study　of　poly（L一β一3，4－dihydroxyphenyl一α一alanine）；Polymer，ユ8，

　　　　979－983（1977）H．Yamamoto　and　T．　Hayakawa

Characterization　of　helical　sense　by　infra一τed　measurement：Polymer，18，1288－1289（1977）H．

　　　Yamamoto，　K．　Inouye　and　T．　Hayakawa

Poly（S－alkyl－L－cysteines）containing　long　aliphatic　side　chains：Polymer，18，854－855（1977）T．

　　　Hayakawa，　M．Matsuyama　and　K．　Inouye

Studies　of　polymers　and　copolymers　of　O，O’－dicarbobenzoxy－L－　P－3，4－dihydroxyphenyl－　a　－

　　　alanine　withγ一benzyl－L－　and　D－glutamates：Polymer，19，441－444（1978）H．　Yamamoto，　K．

　　　Inouye　and　T．　Hayakawa

Synthesis　and　conformational　studies　of　pplymers　and　copolymels　of　O，O’－diniethyl－－L－　P　－3，4－

　　　dihydroxyphellyl一α一alanille　withγ一benzy1－L－glutamate：Polymel，19，　963－968（1978）H．

　　　Yamamoto　and　T．　Hayakawa

Improved　syntlletic　method　and　conformational　studies　of　polymers　and　copolymers　ofレβ　－3，4－

　　　dihydroxyphenyl－ev　－alanine　with　L－glutamic　acid：Polymer，19，1115－1117（1978）H，

　　　Yamamoto　and　T．　Hayakawa

Synthesis　of　sequential　polypeptides　containing　L一β一3，4－Dihydroxyphenyl一α　－alanine（DOPA）and

　　　L－glutamic　acid：Biopolymers，遷，3067－3076（1979）H．　Yamamoto　and　T．　Hayakawa

Catalytic　actions　of　synthetic　polypeptides：1．　Decornposition　of　hydrogen　peroxide　by　tlle　poly（L－

　　　glutamic　acid）－copper（II）complex：Int．　J．　Biol．　MacromoL，2，263－265（1980）H．　Yamamoto，　K．

　　　Inouye　and　T．　Hayakawa

高分子の相互作用と機能・生体関連高分子について；高分子，22，701－705（1980）山本浩之，早川忠男

家蚕絹フィプロイン結晶部分モデルの合成とその構造：続絹糸の構造（北条箭正，編），417－434，

　　　信教出版（1980）早川忠男，近藤慶之，山本浩之，野口順蔵

Catalytic　actions　of　synthetic　polypeptides：2．　Stereoselective　inhibition　of　ascorbic　acids　oxidatioll　by

　　　the　basic　polypeptide－copper（II）complexes：Int．　J．　Biol．　Macromol．，4，116－120（1982）H．
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　　　Yamamoto　and　T．　Hayakawa

Synthesis　of　sequential　polypeptidesもolltaining　L一β一3，4－dihydroxyphenyl－　cr　－alanine（DOPA）and

　　　L－1ysine：Biopolymers，飢，1137－1ユ51（1982）H．　Yamamoto　and　T．　Hayakawa

Conformational　studies　of　sequential　polypeptides　containi耳gレβ一3，4－dihydroxypheny1一α一alanine

　　　（DOPA）and　L－glutamic　acid：Int．　J．　Biol．　Macromol．，4，　258－262（1982）H．　Yamamoto　and　T．

　　　Hayakawa

Absolute　configuration　of　polypeptide　and　dye　complexes　by　an　application　of　the　exciton　chirality

　　　method：Chem，　Lett．，19S3，47－50（1983）H．　Yamamoto　and　A．　Nakazawa

Conformation　and　interaction　of　collagen　model　tripeptides　containing　hydroxyprdline：Peptide

　　　Chem．，㎜，305－310（1983）K．　Inouye，　T．　Hayakawa，　Y．　Kobayashi，　H、　Sugeta　and　Y、　Kyogoku

Induced　optical　activity　in　tlle　complex　of　poly－L－lysine　with　azo　dyes：J．　Polym．　Sci．，　Polym．　Lett．

　　　Ed．，鉱，131－138（1983）H．　Yamamoto，　A．　Nakazawa　aHd　T．　Hayakawa

Synthesis　and　conformational　studies　of　amphoteric　poly（3－amino－L－tyrosine）：Polymer　Commun．，

　　　24，92－94（1983）T．Hayakawa，　K．　Inouye　and｝1．　Yamamoto

Conformational　studies　of　sequential　polypeptides　containing　L－一　B　－3，4－dillydroxyphenyl一α　－alanine

　　　（DOPA）and　L－lysine：Macromolecules，16，1058－1063（1983）H．　Yamamoto　and　T．　Hayakawa

ポリ（N－　e一エチルーL・リシン）の合成とそのコンポメーション：高分子論文集，強，405－409（1983）

　　　山本浩之，羽野千秋

Chiral　configuration　ill　the　complexes　of　poly（N一ε一alkyl－L－lysines）with　alkylamino　azo　dyes：

　　　Makromol．　Chem．，184，1479－1487（1983）H．　Yamamoto

Induced　circular　dichroism　in　the　comp】ex　of　poly（L－arginine）hydrochloride　with　azo　dyes：Bull．

　　　Chem，　Soc．　Jpn．，56，2535－2536（1983）H．　Ya㎜amoto　and　A．　Nakazawa

Induced　optical　activity　in　the　complex　of　chitosan　with　azo　dyes：J，　Polym．　Sci．，　Polym．　Lett．　Ed．，22，

　　　255－260（1984）H．Yamamoto，　A　Nakazawa，　T．　Hayakawa　and　N．　Nishi

Illduced　circular　dichroism　in　the　complexes　of　histidille　polypeptides　with　methyl　orange－efEect　of

　　　distance　between　histidine　residues：Bul1．　Chem．　Soc．　Jpn．，5ユ，1699－1700（1984）H．　Yamamoto，

　　　A．Nakazawa，　T．　Hayakawa，　N　Nishi　and　T．　Naruse

Induced　optical　activity　in　the　complex　of　poly（L－arginine）with　azo　dyes：Biopolymers，　a3，　1367－

　　　1377（1984）H．Yamamoto　and　A．　Nakazawa

Chiral　interaction　of　chitosan　with　azo　dyes：Makromo1．　Chem．，1＆5，1613－1621（1984）H．　Yamamoto

Some　factors　influencing　the　magnitude　of　the　induced　circular　dichroism　of　poly（L－lysine）

　　　hydrobromide　and　azo　dye　complexes：Polym．　J．，16，791－793（1984）H．　Yamamoto，　A．

　　　Nakazawa，　T，　Hayakawa　and　M．　Mitsuishi

クルペインとアゾ色素の不斉相互作用：日本化学会誌11981－1985（1984），山本浩之，中沢綾子，

　　　早川忠男

Chiral　interaction　between　synthetic　cationic　polypeptides　and　azo　dyes：China－Japall　Bilateral

　　　Symposium　on　the　Synthesis　and　Material　Science　of　Polymers（Peking）Preprints，67－68（1984）

　　　H，Yamamoto

Synthesis　and　conformational　study　of　poly（D－p－hydroxyphenylglycine）and　its　benzyloxycarbonyl

　　　derivative：Polym．　J．，工Z，529－531（1985）T．　Hayakawa，　K，　Inouye，　A．　Matsuzaki　aBd　H．

　　　Yamamoto

Circular　dichroism　studies　in　the　complexes　of　sequential　histidine－polypeptides　with　methyl　orange：

　　　Int，　J．　Biol．　Macromol，，ヱ，167－172（1985）H．　Yamamoto，　A．　Nakazawa，　T．　Hayakawa　and　N．　Nishi
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Circular　dichroism　studies　ofε一poly（L－lysine）一　binding　of　methyl　olange：J，　Polym．　Sci．，　Polym．

　　　Lett．　Ed．，23，329－336（1985）T．　Takagishi，　N．　Kuroki，　S．　Shima，　H，　Sakai，　H．　Yamamoto　and　A．

　　Nakazawa
誘起円偏光二色性によるポリリシン向族体とメチルオレンジ間の相互作用における温度の効果の研究：

　　　日本化学会誌，1442－1448（1985）山本浩之，中沢綾子，早川忠男

NMR　studies　on　conformation　and　interaction　of　collagen　model　tripeptides　containing

　　hyd・・xyp・・lin・（II）．　Th・u・e・f［15N｝91y・yl　p・ptides・P・ptid・Ch・m．1984，121－126（1985）K．

　　Inouye，　T．　Hayakawa，　Y　Kobayashi，　H．　Sugeta　and　Y．　Kyogoku

Irreversible　conformational　change　of　the　complex　of　poly（L－lysine）with　methyl　orange　upon

　　irradiation　of　light：BulL　Chem．　Soc．　Jpn．，58，2439－2440（1985）H，　Yamamoto

アゾ色素の光異性化反応における溶媒効，果；日本化学会誌2338－2341（1985）山本浩之，西田綾子

コポリ（D－p・ヒドロキシフェニルグリシン，D・リシン）の合成と二次構造変化：高分子論文集，韻，

　　609－611（1986）早川忠男，井上克彦，松崎　敦

合成ポリアミノ酸の金属への接着：日本化学会誌90－92（1986）山本浩之

Light－induced　reversible　conformational　changes　in　poly（L－lysine）with　photochromic　side　chains：

　　Macromolecules，捜，943－944（工986）H．　Yamamoto　and　A．　Nishida

Induced　circular　dichroism　and　structure　of　the　complexes　of　poly（L－ornithine）and　poly（L－　ev　，γ　・・

　　diaminobutyric　acid）with　azo　dyes：Int．　J。　Bio1．　Macromol．，8，130－136（1986）H．　Yamamoto

Induced　circular　dichroism　in　t・he　complexes　of　sequential　lysine　polypeptides　with　methyl　orange．　On

　　intermolecular　aggregation　of　the　complexes　and　distance　between　lysine』residues：Bull，　Chem．

　　Soc．　Jpn．，坦，1641－1643（1986）H．　Yamamoto，　A．　Nishida，　T．　Hayakawa，　N．　Nishi　and　R，

　　Yamamoto
Effect　of　light　irradiation　in　the　chiral　complex　of　poly（レlysine）with　methyl　orange：Polym．

　　Photochem．，　2，349－358（1986）H．　Yamamoto，　A．　Nishida　and　K．　Inouye

Chiral　interaction　of　sequentia1　lysine　polypeptides　with　methyl　orange．　Effects　of　distance　between

　　ly・i…e・id…a・d　hyd・・ph・bi・・ide　ch・i…C・11・id＆P・lym．　S6i．，惣，779－785（1986）H．

　　Yamanloto，　A．　Nishida，　T．　Hayakawa，　N，　Nishi　and　R．　Yamamoto

Synthesis　and　reversible　photochromism　Qf　azo　aromatic　Poly（L－lysine）：Macromolecules，坦，

　　2472－2476（1986）H．Yamamoto

ポリ【N‘・（4功ルボキシベンジル）－L一リシン1及びその保護誘導体の合成と構造：高分子論文集，44，

　　711－715（1987）早川忠男，井上克彦，木村患司

Synthesis　alld　adhesive　studies　of　marine　polypeptide：J．　Chem．　Soc．　Perkin　Transaction　1，613－618

　　（1987）H．Yamamoto
周期配列グルタミン酸ポリペプチドの円偏光二色性：日本化学会誌，888・合93（1987）山本浩之，西田綾

　　子，早川忠男，西則雄

Adhesive　studies　of　synthetic　polypeptides：Amodel　for　marine　adhesive　pπoteins：J．　Adhesion　Sci．

　　Tech．，ユ，177－183（1987）H．　Yamamoto

Photoresponsive　peptide　and　polypeptide　systems」V．　Light－induced　conformationa工changes　in

　　ε一poly（レlysine）with　photochromic　side　chains：J．　Photochem．，39，343－350（1987）

　　H．Yamamoto，　Y　Miyagi，　A　Nishida，　T，　Takagishi　and　S．　Shima

海洋接着タンパク質：高分子，liL1tL，432（1987）山本浩之

ポリ【N‘・（3一または4一ヒドロキシベンジル）・L一リシン汲びその保護誘導体の合成と構造：高分子論文

　　集，45，641・646（1988）早川忠男，井上克彦，国枝　誠山崎浩一
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Sy・the・i・・f　p・ly（DL－4－・x・h・m・phenyl・1・ni・・）・P・lym・」・，2Ω，1069－1072（1988）T・H・y・k・w・，　K・

　　Inouye　and　T，　Itoh

Photoresponsive　peptide　and　polypeptide　systems．　V．　Reversible　photochTomlsm　m　azo　aromatlc

　　oligopeptide　in　solvents：J．　Photochem．　and　Photobiol．　A，　Chem．，42，149－155（1988）H．

　　Yamamoto　and　A．　Nishida

Photoresponsive　peptide　and　polypeptide　systems．　VL　Rcversible　solubility　change　of　azo　aromatic

　　lysine：Bull．　Cllem．　Soc．　Jpn．，61，2201－2202（1988）H．．Yamamote　and　A．　Nishida

毛翅目幼虫ヒゲナガカワトビケラの淡水系接着タンパク質日本化学会誌，1771－1773（1988）山本浩之、

　　岡田隆永井朗，西田綾子
ポリINδ一（4一カルボキシベンジル）・レオルニチン】及びその保護誘導体の合成と構造．高分子論文集亜、

　　381－384（1989）早川忠男，井上克彦，木村忠司

ポリ【N－lp－（フェニルアゾ）ベンゾイル1アリルアミン1の光応答性日本化学会誌305－308（1989）山本浩之，

　　川浦利之，西田綾子

Synthesis　and　adhesive　studies　of　barnacle　model　proteins：Marine　Chemistry，　Z6，331－338（1989）H．

　　Yamamoto，　A．　Nagai，　T．　Okada　and　A．　Nishida

Photorespollsive　peptide　and　polypeptide　systems．　Part　7．　Reversible　chiエal　photochromism　and　I

　　solubility　change　of　azo　aromatic　L－lysine　re工ated　compounds：J．　Chem．　Soc．，　Perkin　Transaction

　　II，1477－1482（1989）H．　Yamamoto，　A．　Nishida　and　T．　Shimozawa

Insobulilizing　studies　of　water－soluble　Poly（Lys　Tyr）by　tyrosinase：Bull．　Chem．　Soc．　Jpn．，62，

　　2410－2412（1989）A．Nagai　and　H．　Yamamoto

海洋接着タンパク質とその利用：マリンバイオ（松永是，監修），230－236，シーエムシ（1989）

　　山本浩之

接着タンパク質：日本接着協会誌25，187－193（1989）山本浩之

海洋接着タンパク質とその利用：バイオインダストリー澄，684－691（1989）山本浩之

親水性タンパク質の水系接着：表面，2ヱ，810・820（1989）山本浩之

Photoresponsive　polypeptide　systems：Reversib工e　photochromisrn　and　solubility　change　of　azo

　　aromatic　lysine　related　compounds：International　symposium　on　optical　memory　1989

　　（Kobe）Technical　digest，153－154（1989）H．　Yamamoto，　A．　Nishida，　A．　Nagai，　T，　Takimoto，

　　T．Kawaura　and　Y　Miyagi

Photoresponsive　peptide　and　polypeptide　systems．　VIII．　Synthesis　and　reversible　photochromism　of

　　azo　aromatic　poly（L－ornithine）：J．　Polym．　Sci．，　Part　A，　Polym．　Chem．，　Z8，　67－74（1990）H．

　　Yamamoto，　A．　Nishida，　T．　Takimoto　and　A．　Nagai

Photoresponsive　peptide　and　polypeptide　systems：10．　Synthesis　and　reversible　photochromism　of　azo

　　aromatic　poly（α，β　－diaminopropionic　acid）：Int・J・Biol・MacromoL，12，257－262（1990）H・

　　Yamamoto，　A．　Nishida　and　T．　Kawaura

Insolubilizing　and　adllesive　studies　of　water－soluble　synthetic　model　polypeptides：Int．　J．　BioL

　　Macromol．，12，305－310（1990）H．　Yamamoto，　S．　Kuno，　A　Nagai，　A．　Nishida，　S．　Yanlauchi　and

　　K．Ikeda
On　the　adhesive　proteins　of　Trichoptera　caddis　worm　ill　fresh　water：Trends　in　Polymer　Sciences　1（J．

　　Mcnon，　ed。）1－7，　Research　Trends　Pub，，Trivandrum（lndia）（1990）H．　Yamamoto，　A　Nagai，　T．

　　Okada，　A．　Nishida　and　T．　Yamamoto

バイオ，天然物接着剤：日本i接着学会テクノト1ノンド89資料集139－165（1990）山本浩之

Polymer　cheinistry　of　marine　adhesive　proteins：Chilla－Japan　Bilateral　Symposium　on　PolymeT
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　　Science　and　Materials（Guangzhou）Preprints，236－237（1990）H．　Yamamoto，　A．　Nagai，　A．

　　Nishida，　T．　Takimoto，　S，　Yamauchi　and　K．　Ikeda

機能性材料としての合成タンパク質：技術情報坦L，10（1991）早川忠男

Photoresponsive　peptide　and　polypeptide　systems：Part　9．　Synthesis　alld　reversible　photochromism　of

　　azo　aromatic　poly（L一α，γ　－diaminobutyric　acid）：Polymer　International，24，145－148（1991）H．

　　Yamanloto　and　A．　Nishida

アコヤ貝の接着タンパク質に関する研究：日本接着学会誌，2ヱ，55－58（1991）山本浩之，池田健吾，山内

　　茂
チリ産い貝に由来する接着タンパク質の合成：高分子論文集，4L8，257－259（1991）山本浩之，山内茂，

　　池田健吾

Synthesis　and　conformational　study　of　cuticle　collagen　models　and　the　application　as　bioadhesive

　　formulation：J．　Materials　Chemistry，947－954（1991）H、　Yarnamoto　and　T．　Takimoto

接着物質とその化学：海産生物の付着機構i（梶原武，編），183－197，恒星社厚生閣（1991）山本浩之

バイオ接着剤，新素材，2，52－56（1991）山本浩之

バイオ、天然物接着剤（2）：日本接着学会テクノトレンド90資料集，126・163（1991）山本浩之

Ph・t・・e・p・n・iv・peptid・・nd　p・lypeptid・・y・t・ms・P・・t　11．Ph・t・・h・・mi・m・f　p・ly（L－・rnithine）

　　contalnlng　varlous　azo－contents　in　side　chains：Polymer　International，2ヱ，67－74（1992）H．

　　Yamamoto，　K．　Ikeda　alld　A。　Nishida

Polypeptide　models　of　the　arthropodin　protein　of　the　bamacle、Balanus　balanoides：Marille

　　Chemistry，　2XZ，　131－143（1992）H．　Yamamoto　and　A．　Nagai　　　　　　　　　　　　　　　’

Cross－1inking　and　gel　formation　of　water－so且uble　lysine　polypeptides．　An　insolubilization　model

　　reaction　for　adhesive　proteins：Int．　J．　Biol．　Macromoi．，　M，66－72（1992）H．　Yamamoto，　H．

　　Tanisho，　S，　Ohara　and　A．　Nishida

Bioadhesives　in　biological　systems　and　their　material　science：Proceedings　of　Bionic　Design

　　International　Workshop（Tsukuba）98－99（1992）H．　Yamamoto

天然接着剤の現状と将来：日本接着学会誌2β，191・198（1992）山本浩之

バイオ、天然物接着剤（3＞：日本接着学会テクノトレンド91，50－79（1992）山本浩之

生物の接着：比較生理生化学，Q，118－128（1992）山本浩之，塚本博一

Works　of　adhesion　of　synthetic　polypeptides　containingレ1ysine：」，　Colloid　lnterface　Sci．，1，：L6，

　　515－517（1993）H．Yamamoto，　S．　Ohara，　H．　Tanisho，　K．　Ohkawa　and　A．　Nishida，

アコヤガイの接着タンパク質に関する研究一II，付着生物研究，辺，1－10（1993）山本浩之，池田健吾，大川

　　浩作

G・lf・・m・ti・n　and　it・p・・P・・ties　as　hyd・・9・1・f・…S－li・k・d　ly・i・・p・lyp・ptides　u・i・g・rg・ni・c・・ss－

　　linking　agents：Materials　Sciellce　Eng．，1，45・51（1993）H．　Yanlamoto　and　H，　Tanisho

Synthesis　and　bon，ding　studies　of　adhesive　proteins　of　chilean　mussel　Aulacomya　ater：Biomimetics，1，

　　219－238（1993）H．Yamamoto，　S．　Yamauchi　and　S，　Ohara

Synthesis　of　adhesive　protein　from　the　vitellaria　of　the　liver　fluke、Fasciola加ρσ∫∫cα：Amino　Acids，5，

　　71－75（1993）H．Yamamoto　and　K．　Ohkawa

i接着タンパク質モデル化合物水溶液の種々の固体表面におけるi接着仕事：日本接着学会誌，29，345・352

　　（1993）大原伸一，大川浩作，山本浩之

接着タンパク質とその利用：高分子加工，42，28・33（1993）山本浩之

バイオ・天然物接着剤（4）：日本接着学会テクノトレンド92，49－78（1993）山本浩之

海洋付着生物の化学：日本農芸化学会誌6ヱ，1607－1610（1993）山本浩之
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Ph。t。，esp・n・i・・p・ptide　and　p・lyp・ptid・・y・t・m・XII・1・d…dCD・nd　ph・t…nv・・si・n・f　p°ly（L”

　　1y・i・・）－retin・ld・hyde　c・mpl・x…T・end・i・Ph・t・ch・mi・t・y＆Ph。t・bi・i・gy　3（S・GP・ndalai・

　　・d．）81－90，R…a・ch　T・end・P・b．，　T・i…d・・m（1・di・）（1994）H・Y・皿・m。t・・nd　A・Nishida

ふねがい科カリガネエガイの付着生態と接着タンパク質の研究：付着生物研究LO，　1－5（1994）山本浩之，

　　小川高弘，大原伸一，西田綾子，大川浩作

C，。ss－li。ki。g・nd　i…1・bili・・ti・n・t・di…fw・t・r－・・1・b1・p・ly（L－・・nithi・・）・1・t・　J・Bi・1・M・c・°m°1・

　　16，81－85（1994）H．Yamamoto，　Y．　Hirata　and　H．　Tanisho

付着性の二枚貝の飼育およびムラサキイガイの基盤上への付着について：付着生物研死旦，11一エ4

　　　（1994）山本浩之，小川高弘，高野博正，浅井道樹西田綾子

海洋生物の接着タンパク質水産の研究L3，66－74（1994）山本浩之

バイオ、天然物接着剤（5）：日本接着学会テクノトレンド93，67－97（1994）山本浩客

Adh，、i。n、。d　w・tt、bility・f　m・ri…adh・・i・・p・・t・i・・i・・q・…ssy・t・m・・1・t・・n・ti・n・I　Adhe・i・n

　　　Symp・・i・m　i・」・p・・（Y・k・h・m・）Ab・t・act・B・・k，93－94（1994）H・Y・m・m・t・，　T・09・臓S・

　　　Ohara，　A．　Nishida，　Y．　Hirata，　H．　Tatehata　and　K．　Ohkawa

G，l　f。，m、ti。n、nd・it・pr・P・rti・・as　hyd・・9・1・f…ss－ii・k・d　p・ly（L－・mithi・・）・P・1ym・r　G・ls　a・d

　　　Networks，3，71－84（1995）H．　Yamamoto　and　Y．　Hirata

Sy。th・・is　a・d・・nf・rm・ti・n・f　m…di・p・・sed・1ig・（ε一L－ly・i・・）m・・s　st・di・d　by　CD・nd　lR

　　　spectroscopies：Spectroscopy　Letters，28，177－190（1995）H・－H・Lee・H・Yamauchi，　D・Fujimo「i・

　　　T．Ohnishi，　A．　Nishida　and　H．　Yamamoto

Oxidative　reaction　mechanism　by　the　use　of　tyrosinase　toward　synthetic　mytilid　bivalves　marine

　　　、dh・・i・・p・・t・i・p・ecurs・rs・J．　M・・i・・Bi・t・ch・・1・，2，95－100（1995）H・Y・皿・m・t…dH・

　　　Tatehata
表面濡れ特性に及ぼすポリリシンの分子量の影響日本i接着学会誌3ユ，233－236（1995）小川高弘

　　　山本浩之

M。1，c。1、，　w・ight　d・p・・d・nce・f　w・tt・bility・nd　m・lecul・・ad…pti・n・f　p・ly（L－ly・i・・）・t　the　ai・“

　　　w、t。，　i。t。Tface，J．　C・ll・id・nd　I・t・・face　S・i．，　IZ6，105－110（1995）H・Y・m・m・t・・T・09・wa　a・d

　　　A．Nishida
W・tt・bility・nd・dh・・i・n・f・y・th・ti・m・・i・e　adhesi・・p・・t・i・・and　re1・t・d　m・d・1・・mp・u・ds：J・

　　　Colloid　alld　Interface　Sci，，　IZ6，111－116（1995）H，　Yamamoto，　T、　Ogawa　and　K．　Ohkawa

Bi・d・g・ad・ti・n・f　the　c・・ss－・li・k・d　cati・ni・p・Sy・mi・・acid・hyd・・9・1・by　p・・t・・lyti・・en・y皿es：

　　　Macromolecules，28，6701－6704（1995）H，　Yamamoto　and　Y．　Hirata

Bi。d・grad・ti・n・f・hiti・，・hit・・an・nd・…s－li・k・d・hit・san　g・1・by　mi・・…g・ni・皿・・Bi・mimetics・3・

　　　123－139（1995）H．Yamamoto，　M．　Amaike　and　H、　Saitoh

Bi・d・g・ad・ble　ch・ract・・i・tic・・f…ss－li・k・d　bi・P・1ym・・hyd・・9・1・・P・・ceedi・g・・f　4th　Japan

　　　I。t，m、ti・n、I　S・・i・ty　f・・th・Ad…cem・nt・f　M・t・・i・1＆Pr・cess　E・gi・ee・i・g（SAMPE）589－594

　　　（1995）H，　Yamamoto　and　M．　Amaike

M、，ine　adh・・ive　p・・t・i・・a・d・・m・bi・tech・・1・gi・・1・pPli・・ti・…Bi・t・ch・・1・gy・nd　G…ti・

　　　E。ginee・i・g　R・vi・w・，・V・1，13（M．P．T・mb・，・d・）133－165，1・t・・cept　Ltd・H・nt・，　UK，（1996）H・

　　　Yamamoto
M、，ine　adhe・i・・p・・t・i・・，・y・th・ti・・The　P・lym・・ic　M・t・・i・1・E・・y・1・P・di・，　V・16（J・C・S・1・m°11e，

　　　ed．）4025・4032，　CRC　Press，　Inc．，　Boca，　Raton，　Florida（1996）H．　Yamamoto

St，u，t鵬・y・th・・i・a・・d・u・face　cha・act・・i・ti…fm・riq・・dh・・i・e・pr・t・i…P・ptid・Ch・m・　1995，

　　　349－352（1996）H．Yamarnoto，　M．　Asai，　H．　Tatehata　and　K．　Ohkawa
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Adhesi°n・nd　w・tt・bili・y・f　marine　adh・・i・・p・・t・in・i・・q…us　sy・t・m・，　J．　Adhesi。n，59，17－24

　　　（1996）H・　Y・m・m・t・・T・09・w・，S・・Oh・・a，　A．　Ni・hid・，　Y．・Hi・at、，　H．　T、t，h、t、．and．K．．Ohk、wa

海洋付着生物の儲瀕の化学・付灘物研究，L3，・21－28（1996）山本浩之

Ma「ine　bi°adh・・i・・－U・・av・11i・g・he　ch・mi…y・J・Adhe・i・n　S・c．　Jp・．，・33，18－25（1997）、H．、W、i，e

　　　and　H．　Yamamoto

Studies°n　the　q・i…e・cr・ssli・ki・g・dh・・i・・mech・・i・…d・h・p・・p・…i・n・f・h・、n・if。uli。9

　　　su「face　t°w・・d　th・bl・・musse1・J・M・・i・・Bi・・ec㎞・1．，5，133－136（・997）H．　Y、m、m。，。，　T．

　　　Ogawa　and　A．　Nishida

Bi°deg・ad・ti・n・f…ss－li・k・d・hi…a・g・1・by・mi・・…g・ni・m・Mac・・m。1。、ul，、，　SΩ，3936．3937

　　　（1997）H．Yamalnoto　and　M．　Amaike

Ma「ine　adhesi・・p・・t・i…B・m・cl・f・・1i・g，（M・－F・Th・mp・・n・nd　R．　N・g・bh・・han、m，，d、。）Am。，．

　　　1・t・Bi・1・Sci・・Washi・gt・n　DC（1997）i・p・ess，　H．　Y、m、m。t。

Adhe・i・n・nd　w・tt・bility・f　m・・ine　adhe・i・・p・・t・i・・i・・q…us　sy、t，m，，　Adhesi。n　S、ience　a。d

　　　Tech・°1・gy（H・Mi・umachi・・d・）831－838，　G・・d・n・nd　B・e・ch　S・ience　P。bli、hers，

　　　Neth・・1・nd（1997）H・Y・m・m・t・，　T・09・w・，　S．　Ohara，　A．　Ni・hid、，　Y　Hirat、，　H．　T。t，h、ta　and

　　　K，Ohkawa
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高分子物性研究部門

Birefringence　of　liquid（rrystals　of　polypeptides　in　a　magnetic　field：MoL　Cryst．　Liq．　Cryst．辺，161－

　　174（1974）；Iizuka，　E．

Flow　properties　of　liquid　crystals　of　polypeptides：Mol．　Cryst．　Liq．　Cryst．2ヱ，278－298（1974）；Iizuka，

　　E．

Circular　dichroism　of　the　liquid　f　rystals　of　poly（γ一benzyl－L－glutamate）under　static　electric　field：

　　Mol．　Cryst．　Liq．　Cryst、29，27－33（1974）；Iizuka，　E．　and　Yang，　J．　T．

Magnetic　torque　measurements　of　PBLG　film：工Phys．　Soc．　Jpn．3ヱ，1172（1974）；Tohyama，　K．　and

　　Iizuka，　E．

ポリペプチド液晶の電場・磁場内配向：生物物理15，133・142（1975）；飯塚英策

Properties　of　Liquid　Crystals　of　Polypeptides　一　with　Stress　on　the　Electro－Magnetic－Orientation：

　　Advances　in　Polymer　Science，　Vo工．20．　New　Scientific　Aspect，1－79，　Springer－Verlag（1976）；

　　Iizuka，　E．

The　Iiquid　crystals　of　sodium　salt　of　poly（L－glutamate）in　aqueous　solution：Polymer　J．9，135－144

　　（1977）；Iizuka，　E．，　Kondo，　Y．　and　Ukai，　Y．

The　liquid（rrystals　of　deoxygenated　sickle・・cell　hemoglobin：Mol．　Cryst．　Liq．　Cryst．，42，67－80

　　（1977）；Iizuka，　E．lizuka，　E．

Circular　dichroism　of　poly（β　－benzyl－L－aspartate）films　in　theα，βandωconformations：Polymer

　　18，111－113（1977）；Kondo，　Y．，　Iizuka，　E．，　Oka，　A．　and　Hayakawa，　T．

Orientation　ofthe　liquid　crystals　of　polyribonucleotide　complexes　in　a　static　magnetic　field：Polymer　J．

　　皿，135－237（1978）；

Properties　of　the　cholesteric　liquid　crystals　of　polyribonucleotide　complexes：Polynler　J・1Ω，293－300

　　（1978）；Iizuka，　E

Formation　of　the　Liquid　Cxrystals　of　Polyribonucleotide　Complexes：Liquid　Crystals　and　OrdeTed

　　fluids，　Vol．3，197－207，　Plenum　Press（1978）；Iizuka，　E．　and　Yang，　J．　T．

フィプロインおよびセリシンの物理的分野：タンパク質4　“構造と機能（1）”，735－763，共立（1978）；

　　飯塚英策

Fomlation　of　the　liquid（）rystsals　of　poly（L－lysine　hydrobromide）in　aqueous　solution：Polymer　JユΩ，

　　631－636（1978）；Kondo，　Y，　Ukai，　A．　and　Iizuka，　E

ポリマーのメゾフェース：繊維学会誌35，　337－342（1979）；飯塚英策

Magnetic－field　orientation　of　the　liquid　crystals　of　polyribonucleotide　complexes：Mol．　Cryst．　Liq．

　　Cryst．5ユ，285－294（1979）；Iizuka，　E．　and　Kondo，　Y．

ポリペプチド・ポリリボ核酸の液晶：化学の領域33，93－102（1979）；飯塚英策

The　inteaction　of　thiol　compounds　with　porcine　erythTocyte　catalase：J．　Biochem．87，121－130（1980）

　　Takeda，　A．，　Miyahara，　T．，　Hachimori，　A．　alld　Samejima，　T．

絹糸の力学的性質：続絹糸の構造（北条野正編），165－174，信州大学繊維学部（1980）；飯塚英策

絹タンパク質の溶液構造：続絹糸の構造（北条野正編），293－311，信州大学繊維学部（1980）；飯塚英策

繭糸の紡糸機構：続絹糸の構造（北条舎予正編），313－334，信州大学繊維学部（1980）；飯塚英策

ポリグルタミン酸液晶の円偏光二色性：高分子論文集38，493－496（1981）；大木幸介、近藤慶之、藤井

　　敏弘　飯塚英策
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On　the　acid　denatur、ation　of　porcine　erythrocyte　catalase　in　relation　to　its　subunit　structure：J．　Biochern．

　　　82，1325－1332（1981）；Samej　ima，　T．，　Miyahara，　T．，　Takeda，　A．，　Hachimori，　A．　and　Hirano，　K．，

Lipid－induced　ordered　conformation　of　some　pepide　hormones　alld　bioactive　oligopeptides：

　　　predominance　of　llelix　overβform：Biochemistryユ1，4556－4562（1982）；Wu，　C－S・C・・Hachimoli，

　　　A。and　Yallg，　J，　T．

Compafative　study　on　the　mechanical　property　of　silk　thread　from　cocoons　of　Bombyx　mori　L：

　　　Biorheology　2Ω，459－470（1983）；Iizuka，　E，　Hachimori，　A．，　Abe，　K．，　Sunohara，　M．，　Hiraide，　Y．，
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